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町
民
の
安
全
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
守
る

命
の
道
路
が
完
成

　

盛
岡
駅
か
ら
車
で
約
2
時
間
半
の
岩

手
県
山
田
町
。
カ
キ
や
ホ
タ
テ
の
養
殖

が
盛
ん
な
こ
の
ま
ち
も
、
東
日
本
大
震

災
で
は
、
津
波
と
そ
の
後
に
発
生
し
た

大
火
災
で
大
き
な
被
害
を
受
け
た
。

　

2
0
1
6
年
の
9
月
に
は
、
天
皇
、

皇
后
両
陛
下
が
同
町
を
ご
訪
問
。「
山

田
町
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
」
や
町
役
場

を
訪
れ
、
地
元
の
中
高
生
ら
と
交
流
、

復
興
が
進
む
様
子
を
視
察
さ
れ
た
。

　

訪
問
当
時
の
映
像
が
テ
レ
ビ
で
放
送

さ
れ
た
、
平
成
最
後
の
天
皇
誕
生
日
。

山
田
町
で
、
か
ね
て
よ
り
工
事
が
進
め

ら
れ
て
き
た
町
道
細
浦
・
柳
沢
線
の
全

の
方
々
に
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
。
子
ど
も
た
ち
も
交

え
た
、
地
元
伝
統
の
八
幡
大
神
楽
演
舞

が
に
ぎ
に
ぎ
し
く
華
を
添
え
た
。

線
開
通
を
祝
し
た
式
典
が
開
か
れ
た
。

　

式
典
会
場
と
な
っ
た
の
は
、
今
回
の

道
路
完
成
で
開
通
す
る
桜
山
ト
ン
ネ
ル

入
口
前
。
真
新
し
い
道
路
の
上
に
パ
イ

プ
椅
子
が
並
べ
ら
れ
、
ス
ー
ツ
姿
の
関

係
者
や
作
業
着
を
ま
と
っ
た
工
事
関
係

者
、
防
寒
服
の
町
民
ら
約
1
5
0
名
が

参
列
し
た
。

　

式
典
で
は
、
佐
藤
信し

ん

逸い
つ

町
長
が
「
い

ま
か
ら
7
年
と
9
ヶ
月
前
の
そ
の
日
、

山
田
は
悲
嘆
に
く
れ
る
日
々
が
続
い
て

い
ま
し
た
。
今
日
、
町
民
の
悲
願
で
あ

っ
た
、
大
き
な
安
心
を
提
供
で
き
る
道

路
が
開
通
し
ま
す
。
関
係
者
な
ど
多
く

　

式
典
後
に
は
、パ
ト
カ
ー
を
先
頭
に
、

町
長
ら
を
乗
せ
た
車
列
が
ト
ン
ネ
ル
を

通
行
。
多
く
の
町
民
が
見
守
る
中
、
長

く
続
く
車
列
は
、
真
新
し
い
道
路
を
晴

れ
や
か
に
通
過
し
て
い
っ
た
。

　

40
年
来
の
町
民
悲
願
の
道
路

　

太
平
洋
に
開
か
れ
た
山
田
湾
沿
い
に

広
が
る
山
田
町
。
そ
の
交
通
の
大
動
脈

が
、
海
沿
い
を
走
る
国
道
45
号
だ
。
と

こ
ろ
が
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
津
波

で
国
道
は
寸
断
。
山
田
町
は
、
救
助
も

物
資
も
マ
ス
コ
ミ
も
入
る
こ
と
が
で
き

な
い
陸
の
孤
島
と
化
し
た
。

　

そ
の
教
訓
か
ら
浮
上
し
た
の
が
、
約

40
年
前
の
都
市
計
画
で
決
定
さ
れ
て
以

来
、
計
画
が
進
ん
で
い
な
か
っ
た
町
道

細
浦
・
柳
沢
線
の
整
備
だ
。
国
道
45
号

と
並
行
し
、
浸
水
被
害
の
可
能
性
が
高

い
区
域
を
通
ら
ず
内
陸
を
走
る
道
路

は
、
高
台
の
団
地
や
防
災
拠
点
へ
の
経

路
と
し
て
、
ま
た
災
害
時
の
緊
急
輸
送

や
避
難
ル
ー
ト
と
し
て
、
災
害
に
強
い

ま
ち
づ
く
り
に
不
可
欠
な
、
町
民
の
悲

願
で
も
あ
っ
た
。

「
こ
の
道
路
の
延
長
上
の
高
台
に
は
、

消
防
署
や
警
察
署
、
県
立
病
院
が
集
中

す
る
公
共
防
災
エ
リ
ア
が
あ
り
、
緊
急

時
に
は
津
波
や
冠
水
の
心
配
が
な
く
行

け
ま
す
。
ま
た
、
沿
岸
を
経
由
し
て
、

内
陸
の
豊
間
根
地
区
に
も
防
災
救
急
車

両
が
行
け
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
町
民

の
安
全
の
た
め
に
も
非
常
に
有
用
な
、

ま
さ
に
命
の
道
路
で
す
」
と
、
佐
藤
町

長
は
力
を
込
め
る
。

　

式
典
に
参
加
し
て
い
た
、
山
田
町
商

工
会
の
阿
部
幸
榮
会
長
は
、「
こ
の
道

路
が
開
通
し
た
こ
と
で
、
以
前
は
迂
回

し
な
け
れ
ば
来
ら
れ
な
か
っ
た
ま
ち
の

北
側
か
ら
も
、
中
心
部
で
あ
る
南
側
に

来
ら
れ
る
し
、
住
宅
地
と
の
ア
ク
セ
ス

も
よ
く
な
り
ま
す
。
高
速
に
乗
っ
て
宮

古
や
釜
石
に
も
出
や
す
く
な
り
ま
す
。

便
利
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
外
に
買
い

物
に
行
く
人
が
増
え
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
が
、
商
工
会
会
長
と
し
て
は
、
滞

留
人
口
を
増
や
し
て
購
買
力
を
高
め
、

ま
ち
の
活
性
化
に
努
め
た
い
で
す
ね
」

と
期
待
を
語
る
。

　

災
害
に
強
い
新
し
い
ま
ち
に

　

震
災
後
、
山
田
町
で
は
高
台
住
宅
地

の
整
備
や
既
存
市
街
地
の
嵩
上
げ
、
災

害
公
営
住
宅
の
建
設
、
道
路
の
整
備
な

ど
、災
害
に
強
い
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
を

着
々
と
進
め
て
き
た
。
U
R
は
培
っ
た

ま
ち
づ
く
り
の
ノ
ウ
ハ
ウ
と
経
験
を
活

か
し
、
未
曾
有
の
災
害
に
戸
惑
う
ま
ち

の
復
興
の
パ
ー
ト
ナ
ー
を
務
め
て
い
る
。

今
回
開
通
し
た
桜
山
ト
ン
ネ
ル
を
含
む

町
道
細
浦
・
柳
沢
線
の
整
備
工
事
も
、

U
R
が
受
託
し
た
復
興
事
業
の
一
環
だ
。

「
お
正
月
に
間
に
合
わ
せ
た
い
と
い
う

町
長
の
意
向
も
あ
っ
て
、
工
事
は
時
間

と
の
勝
負
で
し
た
。
雪
が
降
っ
た
ら
工

事
が
遅
れ
る
と
心
配
し
ま
し
た
が
、
天

も
味
方
し
て
く
れ
た
の
か
、幸
い
天
候
に

も
恵
ま
れ
、
無
事
今
日
の
日
を
迎
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
」
と
安
堵
の
表
情

を
見
せ
る
の
は
、
U
R
山
田
復
興
支
援

事
務
所
長
の
才
田
浩
だ
。山
田
町
で
は
、

こ
の
細
浦
・
柳
沢
線
を
含
め
、
国
道
45

号
と
境
田
南
線
、
織
笠
東
西
線
等
の
5

路
線
の
関
連
道
路
事
業
も
U
R
が
受
託
。

段
階
的
な
大
規
模
工
事
を
施
工
業
者
等

に
よ
る
共
同
企
業
体
に
一
括
発
注
す
る

C
M
方
式
を
採
用
し
、
道
路
に
付
随
し

た
山
田
第
三
団
地
の
宅
地
整
備
な
ど
も

一
体
化
し
て
進
め
る
こ
と
で
、
迅
速
か

つ
効
率
的
な
工
事
が
実
現
し
た
と
い
う
。

「
3
年
前
に
赴
任
し
た
頃
は
、
ま
だ
が

れ
き
撤
去
や
仮
設
店
舗
の
建
設
中
で
、

ほ
ん
と
う
に
で
き
る
の
か
不
安
に
な
っ

た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
で
も
、
被
災

者
の
方
か
ら
『
U
R
に
お
任
せ
す
る
の

で
、
工
事
の
騒
音
や
ほ
こ
り
は
我
慢
す

る
。
早
く
安
全
な
ま
ち
を
つ
く
っ
て
ほ

し
い
』と
の
言
葉
を
頂
き
、町
と
U
R
、

C
M
施
工
業
者
と
三
位
一
体
に
な
っ
て

進
め
て
き
ま
し
た
。
山
田
町
の
U
R
受

託
事
業
も
あ
と
は
低
地
部
の
宅
地
整
備

を
残
す
の
み
。
感
謝
の
言
葉
を
聞
く
た

び
に
、
改
め
て
復
興
事
業
の
や
り
が
い

と
達
成
感
を
感
じ
て
い
ま
す
」

　

式
典
終
了
後
、
い
ち
早
く
復
興
が
進

む
ま
ち
の
中
心
部
へ
行
っ
て
み
た
。
大

型
ス
ー
パ
ー
や
飲
食
店
、
町
の
交
流
施

設
な
ど
が
建
ち
並
び
、
駐
車
場
は
車
で

い
っ
ぱ
い
。
す
ぐ
隣
に
は
町
か
ら
の
要

請
で
U
R
が
建
設
し
た
6
階
建
て
、
1

4
6
戸
の
災
害
公
営
住
宅
が
そ
び
え
る
。

休
日
に
買
い
物
を
楽
し
む
家
族
連
れ
で

に
ぎ
わ
う
様
子
は
、
こ
の
地
面
が
平
均

3
m
ほ
ど
嵩
上
げ
さ
れ
た
こ
と
が
嘘
の

よ
う
に
、
自
然
で
の
ど
か
な
光
景
だ
。

　

エ
リ
ア
の
中
心
に
は
、真
新
し
い
J
R

山
田
線
（
開
通
時
に
三
陸
鉄
道
に
移
管

予
定
）
陸
中
山
田
駅
も
見
え
る
。
江
戸

時
代
に
オ
ラ
ン
ダ
船
が
漂
着
し
た
山
田

町
の
シ
ン
ボ
ル
、
オ
ラ
ン
ダ
島
に
ち
な

み
、
風
車
を
掲
げ
た

デ
ザ
イ
ン
が
か
わ
い

ら
し
い
。3
月
に
は
、

こ
の
新
駅
を
通
り
、

大
船
渡（
盛
）か
ら
久

慈
ま
で
を
つ
な
ぐ
リ

ア
ス
線
が
い
よ
い
よ

開
通
す
る
。
期
待
に

満
ち
た
春
が
、
も
う

す
ぐ
や
っ
て
く
る
。
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悲願のトンネル開通に喜ぶ山田町の人たち
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）


